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毎
月
、
島
原
半
島
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
紹
介
す

る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
雲
仙
市
の
木
「
ヤ

マ
ボ
ウ
シ
」
で
す
。

　
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
は
ミ
ズ
キ
科
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
属
の
高

木
類
で
、
大
き
な
も
の
で
は
高
さ
15
メ
ー
ト
ル
程

に
も
な
り
ま
す
。
4
枚
の
白
い
大
き
な“
花
び
ら
”

を
、
白
い
頭
巾
を
ま
と
っ
た
山
法
師
に
見
立
て
た

こ
と
が
呼
び
名
の
由
来
で
す
。
こ
の
“
花
び
ら
”

の
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
花
び
ら
で
は
な
く
、
つ

ぼ
み
を
包
ん
で
い
た
葉
の
一
部
（
総そ

う
ほ
う
へ
ん

苞
片
）
で
、

花
は
こ
の
総
苞
片
の
真
ん
中
に
密
集
し
て
咲
き
ま

す
。
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
に
似
て
い
ま
す
が
、
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
は
総
苞
片
の
形
が
丸
っ
こ
く
、
先
が
く
ぼ
ん
で

い
る
の
に
対
し
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
総
苞
片
は
細
長

く
、
先
が
尖
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

の
実
は
小
さ
く
て
苦
く
、
食
用
に
は
向
き
ま
せ
ん

が
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
実
は
甘
酸
っ
ぱ
く
、
ジ
ャ
ム

や
果
実
酒
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
雲
仙
市
の
吹ふ

っ
こ
し越

は
、
多
く
の
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
が
見

ら
れ
る
場
所
と
し
て
有
名
で
す
。
吹
越
付
近
は
、

橘
湾
か
ら
吹
き
つ
け
る
湿
っ
た
西
風
が
雲
仙
岳
に

ぶ
つ
か
り
、
上
昇
し
て
雨
雲
が
で
き
る
場
所
に
あ

た
る
た
め
、
島
原
半
島
で
も
最
も
雨
が
多
く
降
り

ま
す
。
豊
富
な
雨
は
数
十
万
年
前
に
で
き
た
火
山

の
山
肌
を
削
り
、
た
く
さ
ん
の
谷
を
つ
く
り
ま
し

た
。
こ
の
谷
が
、
風
通
し
が
良
く
か
つ
や
や
湿
気

の
多
い
場
所
を
好
む
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
に
と
っ
て
は
、

絶
好
の
生
育
場
所
に
な
る
の
で
す
。

　
橘
湾
か
ら
流
れ
込
む
湿
っ
た
風
と
、
複
雑
に
入

り
組
ん
だ
谷
が
、
雲
仙
を
代
表
す
る
花
・
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
を
元
気
に
育
ん
で
い
ま
す
。

　
次
回
は
南
島
原
市
の
「
白
浜
・
前
浜
・
野
田
浜

海
水
浴
場
」
を
紹
介
し
ま
す
。
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ヤマボウシ
 　

　
　
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

ヤマボウシの花

色は白が多く、総苞片の先が尖ってい
ます

吹越付近の風景

毎年 6月になると、多くのヤマボウシ
が咲き誇ります

ヤマボウシの樹

たくさんの花が上向きにつくのが特徴。
英語名は「ドッグウッド」で、この呼
び名の由来にも諸説あり

色はピンクが多く、総苞片の先がくぼ
んでいます

ハナミズキの花


